
訪問歯科衛生士の実態調査
～アンケート集計結果～

令和4年度広島県地域医療介護総合確保事業
訪問歯科衛生士の実態把握事業第2回検討委員会2023.3.29

一般社団法人 広島県歯科衛生士会
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資料２



会員

64%

非会員

36%

問1）広島県歯科衛生士会への所属（n = 474）

郵送

47%
Web

53%

回答方法 （n = 474）

回答者の属性①（全体n=474）

I. 調査の目的：
本調査は、広島県内の訪問歯科衛生士の実態を把握し、今後
の訪問歯科衛生士の提供体制の充実を目指した環境づくりの
基礎資料として活用することを目的に実施した。

II. 調査方法：郵送調査およびWebアンケート
III. 調査内容：別紙調査票参照
IV. 調査対象者：広島県内の歯科衛生士
・広島県歯科衛生士会会員446名（令和4年10月30日現在）全員

・令和３年度に歯科訪問診療の実績があった歯科医療機関
（広島県令和３年度在宅医療連携体制を担う医療機関等「調査結果」
より）に勤務する歯科衛生士406名

V. 調査期間：令和5年1月15日から1月31日
VI. 調査回収数：発送数：852通

回収数：474通
回収率：55.6％

VII.倫理的配慮：
本調査は，広島県歯科医師会臨床研究倫理審査委員会の承
認を得て実施した（承認番号：広県歯倫－20221206_04）。
調査票は無記名自記式とし、記載は対象者の意志決定を尊重
し、回答および郵送、送信をもって同意を得たものとした。

VIII.調査主体：一般社団法人広島県歯科衛生士会
調査担当者：三好早苗（会長）、相見礼子（副会長）、

藤原千尋（副会長）、桒原里美（専務理事）

調査の概要
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会員

19%

非会員

26%

あり

45%なし

55%

問6 歯科訪問診療への従事（n =474）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者全体

（n=474）

問5 歯科衛生士としての就業年数

5年未満 5-10年未満 10-15年未満 15-20年未満 20年以上 無回答

78%

6%

6%

7%

0%

1% 1%
1%

問4 最終学歴 (N=474)

歯科衛生士専門学校

短期大学

短期大学（専攻科）

大学

歯科衛生士会以外の専門学

校

大学院修士課程修了

大学院博士課程修了

0% 20% 40% 60% 80% 100%

うち訪問従事者（n=215）

全体（n=472）

問2 回答者の年齢構成

20-24歳 25-29歳 30-34歳 35-40歳 40-44歳 45-49歳

50-54歳 55-60歳 60-64歳 65歳以上 無回答
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注）問7以降は、歯科訪問診療に従事していた215名のうち、
データの欠損があった12名を除いた203名（会員83名、非会員120名）を分析対象とした。

32%

28%

21%

12%

7%

問7 歯科訪問診療の経験年数 (n=203)

5年未満

5-10年未満

10-15年未満

15-20年未満

20年以上 89%

4%

1%

4%

1%

問8 就業場所 (n=203)

診療所・障害者歯科診療所

病院・大学病院

行政

歯科衛生士教育養成所

企業・事業所

介護保険施設

その他・不明

回答者の属性②（歯科訪問診療従事者 n=203）
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常勤

63%

非常勤

37%

問9 雇用形態（n=203）

38%

25%

13%

11%

13%

問9-1 勤務年数（常勤 n=128）

5年未満

5-10年未満

10-15年未満

15-20年未満

20年以上

ある

78%

ない

9%

わから

ない

13%

問10 就業規則（n=203）

5

0

10

20

30

40

1ヵ所 2ヵ所 3ヵ所 4ヵ所

問9-2 就業場所（非常勤 n=75）
（名）



ある

76%

ない

19%

わからない

5%

問11 有給休暇（n=203）

60 20 40 60 80

130万円未満

130万円以上300万円未満

300万円円以上400円未満

400万円以上500万円未満

500万円以上600万円未満

600万円以上700万円未満

700万円以上800万円未満

1,000万円以上

無回答

問13 歯科衛生士としての年収（n=203）

（名）

0 5 10 15 20 25

900円以上1,100円未満

1,100円以上1,300円未満

1,300円以上1,500円未満

1,500円以上1,700円未満

1,700円以上1,900円未満

1,900円以上2,100円未満

2,100円以上

問12-1 主な勤務先の時給（n=56）

（名）

0

70

140

月給 週給 日給 時間給 その他・無回答

問12 給与形態（n=203）（名）



ある

81%

ない

18%

問14 諸手当（n=203）

82%

13%

5%

問16 雇用保険の加入（n=203）

加入している

加入していない

わからない 51%

19%

30%

問17 労災保険の加入（n=203）

加入している

加入していない

わからない

78%

22%

問15 健康保険の加入（n=203）

被保険者本人

被保険者の扶養家族
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32%

33%

35%

問18 歯科衛生士賠償責任保険の加入

（n=203）

加入している

加入していない

わからない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

B型肝炎

C型肝炎

HIV

結核

新型コロナウイルス

問19-1 職場での抗体検査の種類（n=203）

受けている 受けていない

受けている

73%

受けていない

27%

問19 職場での抗体検査の実施（n=203）

ある

46%

ない

54%

問20 過去5年間で心肺蘇生・AED講習の受講

（n=203）
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勤務先の方針

76%

興味・関心が

あった

15%

問21 訪問のきっかけ （n = 203）

0% 50% 100%

口腔内の観察

口腔ケア・アセスメント票の作成

口腔清掃指導

口腔衛生管理

義歯の清掃・指導

フッ化物の歯面塗布

口腔機能の評価

摂食嚥下訓練

多職種への口腔ケアの教育研修

担当者会議への参加

入退院カンファレンスの参加

ミールラウンド

問22 訪問歯科衛生士の業務内容 (n = 203)

実施している 実施していない 無回答

ある

65%

ない

35%

問23 家族・多職種へ口腔ケアの指導

（n=203） 0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族

介護支援専門員

訪問介護士

訪問看護師

訪問リハ職

施設職員

病院職員

問23-1 口腔ケアの指導相手（n=131）

実施している 実施していない 9



0% 20% 40% 60% 80% 100%

文書

電話

訪問診療への同行

メール

FAX

カンファレンスに出席

地域の会議に参加

ICT

問24 多職種との連携方法（n=203）

実施している 実施していない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

訪問従事者

（n=203）

問25 多職種連携について

十分連携が取れている 連携を行っているが十分ではない

連携していない 無回答

0% 50% 100%

療養者に対する口腔健康管理の技術

療養者に対する口腔健康管理の知識

診療中の全身管理

患者・家族とのコミュニケーション

歯科医師との連携

多職種との連携

行政や病院・施設との連携

医療保険・介護保険の理解

診療時間の確保

スタッフの教育

問26 歯科訪問診療における課題（n=203）

課題である 課題ではない

35%

64%

1%

問27 医療保険・介護保険の算定要件について

（n=203）

理解している

理解していない

無回答
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ある

38%

ない

62%

問29 口腔ケア技術を多職種へ指導する自信

（n=203）

ある

25%

ない

75%

問30 訪問に従事したくないと思ったこと

（n=203）

ある

18%

ない

81%

問31 歯科訪問診療中のトラブル発生

（n=203）

11

0

30

60

90

問28 口腔ケア技術を学んだ場所（n=203）
（名）



ある

74%

ない

4%

わからない

22%

問35 歯科訪問診療業務の継続意欲 (n = 203)

【その他】
• 問3：性別 女性100％
• 問30-1、問31-1、問32、問33、問34の記述項目については別紙参照
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